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生態園をモデルとした放射性物質の分布及び移行に関する研究
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１ 目的

平成23年（2011年）３月に発生した東京電力福島第一原

子力発電所の事故により大気中に放出された放射性物質

は、本県の一部地域にも影響を与えた。放射性物質は今

後、地表面から地下への浸透、放射性物質を吸着した土砂

の河川・湖沼への移動、森林・農産物・生物への移行など、

様々な経路で環境中を移動することが予想されるが、その実

態は必ずしも明らかではない。そこで本研究では、当所の生

態園において土壌、植物、昆虫など環境中での放射性物質

の移動に関与すると考えられる各種媒体の放射性物質濃度

を調査し、環境中での放射性物質の分布、移行、蓄積状況

等の実態を把握することを目的とする。

２ 方法

生態園内において、放射性物質の移動媒体となる土壌

（裸地、草地、水田、畑地、林地等）、池水及び底質、植物

（米、里芋、ゆず、柿、樹木葉、水生植物等）、生物（蝉、ザリ

ガニ、カエル等）の試料を採取し、Ge半導体検出器を用いた

γ線スペクトロメトリーによる放射性物質濃度の測定を行っ

た。対象とした核種は、人工放射性核種のCs-137及び

Cs-134であるが、参考として天然放射性核種のK-40も測定

した。

３ 結果

土壌等の分析結果は表１のとおりである。全体の傾向とし

ては昨年度と同様に、より地表に近い部分の濃度が高く、放

射性物質は現在でも表層にとどまっていることがわかる。そ

の度合いは土地の利用形態で異なり、田畑では土壌の耕起

によって下層の濃度がやや高く、樹木に覆われた林地よりも

開放地である果樹園・原っぱのほうが上層の濃度は低いこと

などがわかる。また、林地の土壌については、1～2cm及び

2～5cmのCs-137の濃度が昨年度よりもやや高い値であっ

た。

動植物等の分析結果は表２のとおりである。昨年度と同様

に、水生動植物がやや高い濃度を示していた。これらは池の

底質近傍で成長するため、底質の放射性物質濃度が影響を

与えている可能性が考えられる。また、昨年度と比較して濃

度は全体的に減少しており、Cs-134については、多くの試

料において検出下限値以下であった。

表１ 土壌等の放射性物質濃度（Bq/kg乾）

表２ 動植物等の放射性物質濃度（Bq/kg生）

４ 今後の研究方向

放射性物質の移動媒体について引き続き調査を進め、測

定値の経年変化や媒体相互の関連について検討を進める。

試料 深度 Cs-137 Cs-134 K-40 備考
田 0-5cm 83.4 17.0 379

5-20cm 14.8 2.38 364

畑 0-5cm 41.8 9.93 383

5-20cm 26.4 5.67 398

果樹園 0-1cm 69.7 16.8 416

1-2cm 78.2 19.6 441

2-5cm 84.9 17.4 409

5-20cm 12.9 2.65 394

原っぱ 0-1cm 187 48.3 330

1-2cm 154 38.4 297

2-5cm 141 35.1 327

5-20cm 7.13 1.09 273

屋敷林 0-1cm 442 114 180

1-2cm 387 96.5 241

2-5cm 113 24.5 262

5-20cm 4.00 <1.47 296

リタ―　* 150 320 87.9

社寺林 0-1cm 476 112 235

1-2cm 350 85.0 250

2-5cm 178 41.3 287

5-20cm 20.4 4.67 301

リタ―　* 233 51.7 113

雑木林 0-1cm 521 127 149

1-2cm 278 67.3 186

2-5cm 30.7 6.45 183

5-20cm 3.67 <1.43 291

リタ―　* 227 56.1 <64.5

下の池 底質（入） 287 75.0 341

底質(出) 281 59.3 275

林内池 底質(入) 262 64.3 281

　* 風乾
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試料 Cs-137 Cs-134 K-40
池水（mBq/kg） 7.0 2.0 150
ザリガニ－１ 8.8 2.2 56.1
ザリガニ－２ 8.4 2.3 56.8
アブラゼミ 0.15 <0.077 82.1
マツモ 0.065 <0.072 106
ヒシ 1.5 0.36 123
カエル 7.6 2.0 72.5
サトイモ 0.036 <0.042 166
柿－１（全体） 0.054 <0.031 73.4
柿－１（可食部） 0.066 <0.025 69.2
柿－２（全体） 0.076 <0.031 76.5
柿－３（全体） 0.18 0.050 73.1
ユズ－１ 0.28 0.063 52.5
ユズ－２ 0.33 0.068 58.5
ユズ－３ 0.19 0.043 57.7
籾米 0.25 <0.11 105
玄米 0.14 <0.045 78.4
精米 0.070 <0.016 29.0
籾殻 0.40 <0.32 195
米糠 1.0 <0.31 535
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